
新城市民病院の基本構想策定の経緯について 

年度 これまでの経緯 

平成 29 年度 ・西病棟の耐震診断を実施。 

・旧耐震基準の建物であり、大規模地震への脆弱性が示唆される。 

 

令和 3年度 ・病院再整備に向けた基礎調査を実施。 

 

令和 4年度 ・病院施設の劣化調査を実施し、施設劣化調査報告書（一次調査結果）を

まとめ、老朽化の進行を確認。 

・新城市民病院あり方検討会を開催し、現地建替え、既存施設の改修、移

転新築の 3つの再整備の方法について様々な視点で検討。検討の結果、コ

ストや改修に要する期間、改修中の病院運営等の要素を総合的に加味する

と、移転新築案が妥当であるとの報告書を取りまとめた。 

 

令和 5年度 ・あり方検討会報告書について、地域住民の声を聴くパブリックコメント

を実施。 

・新城市医師会、北設楽郡医師会、新城市歯科医師会、新城市薬剤師会、

代表区長等からの意見を聴取。 

・総合的に判断し、市として令和５年 11 月に再整備手法は移転新築案とす

ることを決定。 

 

令和 6年度 ・新城市議会 9月定例議会にて、令和 8年度までの新病院建設基本構想＆

基本計画策定支援業務委託に係る債務負担行為の補正予算案議決。 

・新病院建設基本構想・基本計画策定支援業務委託のプロポーザルを実施

し、委託業者を選定（株式会社システム環境研究所 大阪事務所）。 

 

令和 7年度 ・患者へのアンケートを実施（6月） 

・市民ワークショップを開催（6月、7月、9月） 

・職員アンケートを実施（7月～8月） 

・基本構想検討委員会を開催（8月、11月、1月） 

・北設楽郡３町村長への説明会を開催（11 月） 

・東三河北部医療圏内医療機関へのアンケートを実施（1月） 

・基本構想（案）を策定 
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